
地域創生推進事業 北方領土モノがたり事業（その１）

公益社団法人北海道倶楽部と連携し、東京で開催された交流イベントにおいて、根室管内の訪問客拡大のための
観光ＰＲや北方領土問題の理解を深めるパネル展を実施しました。（令和元年10月29日）

野付通行屋・番屋跡遺跡を訪ねる 北方領土遺産ツアー

野付半島ネイチャーセンターでの
レクチャーの様子

北の隣人２０１９ ２２

通行屋跡遺跡で墓石、土塁、畑の
畝跡などを確認しました

北方領土モノがたり事業展示会

交流イベント出展ブース

根室振興局の独自事業として、平成30年度から「北方領土モノがたり事業」を実施しています。この事業は、北方領土
隣接地域として領土返還に向けた世論の機運醸成を図るため、北方領土問題に「触れる」「学ぶ」「知る」の3本を軸に、
根室管内の魅力（自然・歴史・文化・食など）を活かし、観光と連動した北方領土問題の啓発活動を展開していきます。
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かつて国後島に渡るための要所であった「野付通行屋跡遺跡」
に触れてもらうことで、北方領土問題に対する興味や関心を高め
るとともに一層の理解促進を図ることを目的に、別海町郷土資料
館との共催により、4月20日（土）に実施しました。

「野付通行屋跡遺跡」は江戸時代末期の遺跡であり、文献資料
と遺構が残った北海道の中でも貴重な遺跡として知られています。
まずは野付半島ネイチャーセンターにて遺跡に関するレクチャー
を受け、通行屋跡遺跡入り口まで車で移動。快晴の中、約2キロ
の道のりをオジロワシ、タンチョウなど野鳥を観察しながら遺跡に
向かいました。野付通行屋跡では、墓石、土塁、建物跡、畑の畝
跡を実際に見て、江戸時代のこの地の様子に思いを馳せました。

海水面の上昇や地盤沈下により
遺跡が浸食されてきているとのこと



地域創生推進事業 北方領土モノがたり事業（その２）

根室管内の未就学児童を対象に、北方領土を身近に感じてもらおうと、千島桜咲かせ隊（振興局職員）が北方領土
イメージキャラクターエリカちゃんとともに、根室市立こまば保育所を訪れ、出前教室を実施しました。
北方領土に関する絵本「北方四島のいきものたち」の読み聞かせやエリカちゃんとの触れ合い、輪投げや塗り絵など
楽しみながら北方領土を学ぶ機会を提供しました。

グローカル「ねむろ」’s Joint-Workshop

～ 今だからこそ、北方領土問題をしっかり学ぼう ～

２３ 北の隣人２０１９

未就学児童を対象とした「北方領土出前教室」
～千島桜咲かせ隊が行く！～

輪投げの様子

新たに根室管内に配置された公務員や会社員の若手職員などを対象に、根室管内特有の課題である「北方領土問
題」に対する理解や関心を持ってもらうことを目的とした北方領土に関する初任者向け研修会を開催しました。
当日は約100人の方にご参加いただき、当振興局副局長から北方領土問題についての基礎知識、戦後の取り組みや
最近の日ロ情勢について説明を行い、その後、北方領土の語り部であり、歯舞群島多楽島出身の河田弘登志氏から
当時の島の生活やソ連軍占領時の体験などについてお話しいただきました。参加された方々からは、当時の実体験が
聞けたことがとてもよかった。大変有意義で勉強になったとの感想をいただいております。

東田副局長による北方領土問題に関する説明 「北方領土の語り部」河田弘登志氏（多楽島出身）

エリカちゃんとの記念撮影

塗り絵の様子



地域創生推進事業 北方領土モノがたり事業（その３）

デジタルコンテンツ活用事業 千島桜満開プロジェクト

北の隣人２０１９ ２４

北方領土問題を「知る」きっかけ作りとして、特設ホーム
ページから根室管内で撮影した写真や北方領土問題に
対するメッセージを投稿する形で気軽に返還要求運動に
参加できる「千島桜満開プロジェクト」に取り組んでいま
す。平成30年11月からホームページを開設し、これまで
数多くの写真やメッセージが投稿されています。

【投稿紹介】

https://hokkaido-chishimazakura.jp/


